
 教育目標   

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 
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泉の子の絆を感じる春 

校長 髙橋 恒雄 

 

先日、冬季五輪ジャンプ競技のパブリックビューイングがえぽあホールで開催されました。私も全校

児童の寄せ書きを背に、本校卒業生二階堂選手の応援に集まった 200 人と熱い時間を共有しました。  

会場には、早朝の時間帯にも関わらず、先輩の活躍に「応援メッセージ」を送る泉の子たちが何人も

いました。翌日の紙面には、「世界の 2 位はすごいこと。先輩が輝く姿を見られてよかった（★★さん

★年）」「とても長い距離を飛んでかっこよかった（★★さん★年）」と本校児童のいきいきとしたコメ

ントが踊ります。先輩の活躍をリアルタイムで応援し、物怖じすることなく TV や新聞の取材に答える

姿に、「泉の子」たちの頼もしさを感じ、大変嬉しい気持ちになりました。夢の舞台で活躍する二階堂

選手に多くの感動をもらった春の一日となりました。        感動をありがとう二階堂先輩。 

▶第 3 回 学校運営委員会より                           

先日、今年度最後の運営委員会を開催しました。委員の皆様に下記のアンケート結果や考察をもと

に、本校の取組について評価していただき、ご示唆やご助言、励ましのお言葉を頂きました。 

  

  ①教職員自己評価について   ②児童アンケートについて 

   ③家庭生活アンケート（保護者アンケート）について  ④保護者記述欄について  

   ⑤教職員自己評価、児童アンケート、家庭生活アンケートの相関関係の考察について 他 

  

【委員の皆様からのご示唆ご助言等】 

◇学校教育目標の「やさしさいっぱい」に関わる項目、教職員自己評価「自尊意識を高め、 

 相手を気遣う指導をしているか」100%、保護者アンケート「家庭でお子様の良さを伝え 

 ているか」93%、児童アンケート「友だちにやさしくしていますか」97%と学校と家庭と 

  が連携して、子どもが自己肯定感を高め、子どものやさしさを育成できている。 

◇６年生を中心に、自分が楽しいだけではなく、『みんなが』楽しい学校づくりを目指し 

 ていることを強く感じました。 

◇全校児童から「母校のよさ」や「どんな学校にしたい」のかを 

アンケートで集め、次年度の経営方針にいかす方法が良い。 

◇やさしい先生方に囲まれ、信頼されて学校生活を過ごせるのは 

 幸せだと思います。 

◇昔と今とを比べてしまうけれど、いい子が多い一方で、 

 たくましさが足りない感じもしてしまいます。 

   ◇学校と家庭、地域の三者で子ども達を多面的に見ていく必要 

があると思います。 

◇大麻泉小学校の子ども達が健やかに育っていることが、学校だよりやホームページの記 

 事から伝わってきます。今年は、たくさんの俳句や川柳、短歌、絵手紙等、子ども達の 

すてきな表現が新聞でも見ることができ、たいへん嬉しく思います。 

 

 

  

 

がんばれ先輩！寄書づくり 

重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




